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な状態から脱皮するた裾こ試行錯誤を繰り返  

している世代である。  

この【」lイじが′ツニ校教育に求めているのは，ま  

で開かかた教師 である。そかは，二のLll二  
代の感情や麒望，不安や．■キしん，悩ムやJr惑  

いなどを共感l′l（ノに理晒し，彼′掌の【1己吏現を  

援助してくかる舵収りとしての教l価である。  

また，姉点、な愛情の長旧よりも，時にほ揺か  

動きながら成1主する彼1享のl拓こ、■／二ちはだかF），  

舶こは折召し，抑リミにな／）て戒釣ることので  

きろ放「油ではなかろうか。ニ  

臆山の1■上面Il：よ，り戯々として準える峯や絶  

壁，奔流とな一〕て落卜する渥布や郡硲を蘭瀾  
L，しl【頂から周州を腑【敢Lたとき，そのLlt容  

や，鹿川本来の姿に触かることができる。  

いつのまにか教育の荒廃という晒棄す  

べき言＼菓が構＝し，また，安易にこれを容認  

する」ノニナ兄があ′）たとしても，そかを′、ユタ：校に限  

／うかせてはならない。  

私たち教育に携わるパ・の仕■井は，l患‥lの1’〔  
面ト1を究めるように．㌣升の通続であろうが，  

そのH戌とl・岬；一し，それを受容し，それを来  

F）越えるこ±によって児竜牛徒の心を育てる  

ことができる。二の「l覚が教育の原点である。  

私たちは，ノ、聞として多くの弱点を持ちな  

がらも，′ト徒指導の課題にむか／）て，n彊  

息まず1の心を柱とLて，［flらの研究・修養  

に努め，リJ？「招二従の1■壬l酎」をとらえたいもの  

「●  

し亡上て   
朱の詩人蘇斬（蘇東被）が江西省痘ILlのIll  

申，西林寺の壁に一篇の詩を詠んでいる。   

それほ，痘‥1ほ，放から眺めかば‥川詫，  

側に近づいて廿わば山筆を成している。Ir熔ほ  

雛人で，遠近高低，兄るガIhjによ／）て変化が  

拝しい。慮山本粗け姿（真面＝）がわからな  

いのは，この11llい深く入り こんでいるから  

だという意味のもので，物事の上■‖口をとら  

えるためにほ，′外観的・多Ini的に観ることの  

大切さをたとえたものである。   

これを生徒指i引こ引きあてて去ると，個性  
や特徴のゲ・さなる児童生徒 ▲ノ、ひと車の姿を理  

解する場合に，その外見的な行動や特徴から，  

さらに内面的な情動摩l′l己r′l身についての兄  

ノノまで深く理研することなしには，その本来  

の姿をとらえることは排しいということにな  

ろう。   

最近の兄甘生胆苫「1仙L、の欠如，祖働怖J  
他苫追随的，規穐意識が希苗，欲求木抑こ対  

する耐件がとばしいで々，その行動的特徴す  

しばしば指摘さかている。ときには，教育  

の敗北」とも．ミ▲えるような人きな課題が灘起  

さJt，従Ii†Jの指導原理やノノ法だけでほ解決が  

・難しいものもある。そのため教帥の1一には，  

権威の喪失を慨嘆し，い惑いと焦燥，あきら  

めの中に陥／〕ていく割い、ないだ7）うか。   

児童生徒は，嵐にむかノ）て立つ差樹である。  

まだ根も浅く，傷つき倒れやすく，【′1分の生  

き方について模索し，どうしょうもない不安  
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ら洋服の着脱の世話から登校の準備にいたる  

までみてもらうCさんにとって，自分白身で  

すろべきことはほとんどなかった。   

幼児期からこのような状況で成長Lてきた  

Cさんほ自己中心的であり，友達関係ほうま  

くいかなかったのである。   

以上二つのケースから親の養育態度ほfど  

もの問題行動の発生と深く関係しているとい  

える。   

しかし，子どもの「心の病を作ろうとし  

て育児をする親はいない。どの親も子どもの  

健やかな成長を順′）て育児をH㍉ているので  

ある。問題行動が発生したことだけにトlを向  

け，そかまでの養育態度のすべてを＃定して  

かかるようなことは避けなけれはいけ点い。   

親の養育態度の問題点の指摘：主ひかえ，共  

に子どもの問題について考え，相談を進めて  

いくなかで親自身が問題点に気¶一き，［らの  

態度を見つめ直L，改善していくように働き  

かけることが大切である。  

どうしてあの子はこんなにl」くlらせること  

をするのでしノよう と嘆いていた母親がト木  

当に困っ ていたのほあの子なんですねえ と  

ばっんともらすとき，この和談もようやく仙  

迫に粟／）てきたなと実感が湧いてくるのであ  

ろ。親への依存と同一化に起t太ける子どもの  

様々な問題7ナ動を解決するにあたりてほ，親  

の態度の変容が重要た課題とな／つてくる、、   

不必要な「二捗や先岨りの心配をやめ，ナど  

もの持つ力を†1していくという養育態度耳，  

やがて子どもの心．叩的成長をうながし一，「1†．‡  

を持たせ，＝からのノブで一歩・串進人でいけ  

る力を／つけていくのである。  

。 A君は高校生，暑い日差しの中を山の上  

にある教育センターまで自転車を押して汗び  

っLよりになりながら登ってくる。彼との相  

談も今日で5回目である。   

登校を拒否し，家庭内でほ暴力をふるう彼  

の小・中学生時代ほ順調そのものであった。   

学習面でも生活面でも常に級友の模範であ  

った彼は同時に両親にとっても自慢の種であ  

った。しかL，難関をハスして念願の高校へ  

入学し新しい学園生活が始ま／）たときから少  

てきたのである。   しずウノ射ヒが生じ   

粗や周囲からの過剰な期待をになノ）て必死  

で頑張ってきた彼は授業ノ）ときの七〕よつとし  

た失敗がもとで凪い腔折感を味わい「1信を失  

ったのである。こかほ，いわゆる優等生の息  

切れによる登校拒否のケースである′ノ  

中一■㍗恒）B君はり跡こ伴わかて」亡所した  

が終始し’・）と 卜を「恥、たままであ／）た。大  

変お恥ずかしいことですが∴ とJ㌻いにくそう  

にF；一1し妬めた得親はB君Ⅵノバlについての不  

安を打ち岬ナた。〕   

き七〕ようめんな性格のけ親．土，同I己；▲してい  

ろ夫の両親への遠慮もあF）Bイγを必要以上に  

祓Lく育ててきた。それだけにBハのノ．り＝上  

り親にと一－て耐えられないものであ／）た。   

このケースほ，卜士別の子どもに対する折が  

仙態度がBfrを徐々に情緒小√安‘走な」人態に追  

いや・）てこの万引子f為を誘発tたものである。  

小甘校低1、抑二のCさんは友達上の関係が  

うまくいかないという上訴で母親と米桝した。 

fl1談中も渚若きがなく，母親のひぎにもた  

かかかった感じのCさんほ幼帖よF）休が弱く  

2レ頁lの人院を経験しているという。   

附りと同屈一していて平素粗目と何の2人か  
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‥  
受 講 者 の 声  

妄言言書き言言吉富卓言ぎ言ぎぎ言喜言責言ぎ卓宣言ぎ卓言卓言卓ぎぎ吉富吉富妄言喜宣言喜手書貢ぎ言卓貞  

：：： 研修，研究，教育相談，図書・資料整備の4弓子業のうち，特に研修館輯引こついてほ，′．常に  

一 笑ご受講者のノノ々からアンケートを通Lて御感想等をいただき，講座の企両・運営，内容て隼こ政  
一 繋 良を重ねております。 L  

今拙工，御感想のいくつかを御紹介しますので，講座の内容や運′ユニキて†iについて，御理研十  

HH ただくとともに，こかからもいろいろな参考意見をお寄せください。  
叫  
→ ゝ言ぎざぎざ吉富言言古言古吉富ぎ吉ぎぎ言g吉富要言言宣言ぎ貢ぎ妄言言ぎ言ぎ卓ぎぎぎ三言言f   

二のような月艮諭と実践が結び／⊃いた．酢座を  

受講でき，切口からの授業への「1†rlもついた  

ようにノ巴う。  

社会科指導講座を受講Lて  

広島市立混品小二アニ校教諭  

登  民 夫   

木指導講虹ほ，［常の社会科学閂を進めて  

いくうえで，ごち二労している私にとって意義の  

多い講炬であった。産業学習の教材の精選，  

歴史学習での地域の教材化，TP作成など，  

共体的な≠1別に基づく研修であり，講座の形  

式が，ブノし－フ討議形式であ′）たため「問題点  

が′式蛇にii．1L合え，これからのノj詔夫におおい  

に役、■／二つと思った。   

↑後，この講座でTんたことを生かL，リJ  

壱が学ぶ荘びを持つ社会科学習を考え，美践  

Lていきたい。  

学校カウンセラー継続研修講座を受講して  

広島「行五紙圏点中′、jご：校教諭  

光 原 達 夫  

これまでの払は，忙しさについ，／卜従だけ   

を変えようとする拙作的な態度をとることも   

あったように思う。  

しかし， 一ノブ的な教11「酔う態度ほ，・ljJJ‥の′」＼   

根を与えるかも知かないれ ′仁綻の心を 一層，   

教帥から離すことにもなりかわない、  

この講座を受講させていただき，牛徒指専   

にと－）て，：／†二いに心の通い合う関係を作るこ   

とこそ大切だと痛感Lた。生徒にどのように   

対応することが教師の役割なのか考え続けて   

いきたいと思う。  

算数科指導講座（1・2年）を受講して  

広打直、■Jニノ11‖新町小学校教諭  

尾 形 完 治  

1′、芋川間延べ3何の講座でLたが，非′齢こ  

充墨した内容であ／）た。し笹と測定教材の分  

析とノ、ユご：習活動の構成」というテーー、′で，1卜】l  

ト1にJ里▲論的な而，2いl口に教科吾の構成研究，  

そして，3l・川には，美践授業という講和の  

構成であノ〕た。   

やはり，美践枝葉による具体に基づいて満  

枢のまとめができたことが川よりすほらLか  

／ノたとノ「むう。  
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：： 教員持別研修生として，6カ月の研修を終rされたお り＼の先隼に，それぞれの研究の概  

．…－要についで執∧拝していただきましたので御紹介しますし  

』ぎ言三三三言三言三三三三宣言ぎ妄言宣言書ぎ妄言三言言責妄言吉富宣言妄言吉富言責至言亘吉富言吉富幸三  
ぎ吉富妄言言言ぎ言古吉富言芽室言ざ言言妄言妄言言』ll  

「自らの問題に対処する力」を高めるた  

めの中学生への援助活動に関する研究   

広．持直立峨判‘中判交教諭 末友 承三   

今回の研略でほ，中′了：生の発達段附に州し  

たカウンセリングの在り方を探一1てんた。特  

に彼らが苗」題を抱えながらもそかに対処する  

ノノが弓山、た捌こ酢輝こ向かいにくいことに律  

点を当て，その対処ノノをどのようにして一1－ごiめ  

ていくかをlリjらかにしようとした。   

この研究でほ，彼らの対処ノノの診粧おやカ  

ウンセラーの′受容刊∵升煉件の診断出せ作減  

し，－モデ′しケースとして ▲つの車例にあたり，  

こからの診断某宣よ√）て分析・検トト」▲を干上‘った。   

ニの甘例から考察できた中1了：生への援助の  

4ミリノノほ，次のようなことである。   

彼らとのIr両責でほカウンセラーほ，理想l′】（J  

な変容を求めず，彼らがFFり題にぶつかること  

によノ）て打つ緊張や不′安を和らげ，正面から  

制如こ対処できるように援助していくこと。   

このような認識を持ち彼らとの面接を行う  

場合，次のようなことに留意する必要がある。  

ア 中学生の言語による自己表現力の弱さを   

乗り越え，彼らの内勅岬二界を感じ収るだけ   

の感受作を持ペニとが大切である。しかし，   

保い感受性によって感受したものをそのま   

吏伝えると，共感牒」係はかえって溜まらず   

混乱を招くので，それを心に招め，和子の   

対処プ」の段階に添ったかたちで伝えること   

が対処力をr■．■ごiが〕ることになる。  

イ 彼らの大人への不イLて感をほく、、しイ∴頼を得   

るた捌こ，安定した受容性と上主い川11間を要   

することの．認．撒を持つことが必要である 

このような両からみるとき彼らとのカウン   

セリングは，一般のそれと多少の棚違があ   

ることが明らかになった。   

人権認識を育てる社会科学習のあり方  

6年生の歴史学習を中心にして一一  

広．島廿日′二二人小学校教諭 藤野 邦子   

6年生の惟■史√了：門を過して， 一人ひとりの  

児童に人件認．哉を育てるためには，一丁‥習l人】容  

の精選と共休′1勺・計両伴ノ息取り糾ネⅥノノ法を  

明らかにする必要がある。   

本研究では，人物や文化退席を適して各町  

代の特徴をつかむ中で，1し衆のう1差掛こ視点を  

おいて胚史甲元町構成をし，それを・憬ムに  

まとめた。   

次に，この中元構成逐もとにして吏証授業  

（山城lにl一揆，検地と刀狩‘））を子ト）た。単  

なる知l作理研にとどまらず，l′l分の里きルこ  

深くかかわる認識への高まりほ，脛史的・」i二象  

を通して1e衆の生き方や願いに迫り，共感・  

剛七させることによ〉〕て培わかるものと考え  

じ〕111川jの桁う洋「l標を／！匁＝′内面（■Jぅ二象を正  

しくとらえる。）2惜ノエl「Ii（1し衆の願いや矢  

指ちに八感・l■り化する。、）の「■†■i而からとらえ  

指宮川封■【！をl二大した。  

㌣／／ノノ＼≠、  
しノノ  ／   

＼＼  

6－j 幽   「   

特に情意巾のゆさぶりにあたノ〕てほ，吹き  

f［■．しを仕って「上1分Ll†身とかかわらせた感じ合  

いをさせる。感想文を昌かせる。．；⊥†し合いで  

青果めるなどのニノバ去をと／〕た。このことiこよ一）  

て，その時代を支えた人々に絶えずト1をl坤ナ  

人々の心に迫る兄童の姿が見られた。  
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Eて 児童・生徒の問題行動は，今日，全国的に深刻化・重大化してきています。そこで，今回  
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